
空気中の粉じん濃度の測定結果について 

（小林委員提出資料） 
 

 

◎一般的な農作業時の粉じん量は以下の通りです（測定法が現在のものとは異なるため

参考データとしてご覧ください。） 

 

  耕うん   ロータリ                ：0.65～1.59mg/m3（高知農技セ 1）） 

           ロータリ              ：0.87～1.21mg/m3（高知農技セ 2）) 

               プラウ耕              ：57.3mg/m3(アメリカ，キャビン窓開け 3)) 

                                    ：90mg/m3(東ドイツ，キャビン窓開け 4)) 

               ディスクハロー        ：98.6mg/m3(アメリカ，キャビン窓開け 3)) 
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◎表土除去作業時のデータ 

 

 畑地（移動屋根付き圃場）で耕作無し、雑草除去後、土壌水分 15%以下の条件で下記

の作業を行い、測定は、圃場に隣接する農道で、圃場境界から２ｍ、高さ１ｍの所で行い

ました。 

 

１．砕土作業(トラクタ＋バーチカルハロー） 総粉じん 18.8mg/m3 PM４ 0.3mg/kg 

２．表土除去(トラクタ＋リヤブレード）    総粉じん 0.4       PM４ 0.1    

３．表土集積(フロントローダ→運搬車）   総粉じん 0.8    PM４ 0.1 

４．排土収納（バックホー→土のう袋）       総粉じん  16.7    PM４ 0.4  

 

 この試験は、考え得る最悪の条件下を想定して行ったものです。 

 実際の作業で、オペレータはキャビン付きのトラクタで作業をおこないますのでオペ

レータ近傍の粉じん量は 0.1～0.3mg/m3程度となります。 
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